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藤
田
東
湖
の
『
孟
子
』
観

｜

徂
徠
学
派
と
の
比
較
か
ら
｜

武

石

智

典

要

旨
後
期
水
戸
学
は
、
藤
田
幽
谷
（
一
七
七
四
〜
一
八
二
六
）
に
は
じ
ま
り
、
高
弟
で
あ
る
会
沢
正
志
斎
（
一
七
八
二
〜
一
八
六
三
）、
子
息
で
あ
る

藤
田
東
湖
（
一
八
〇
六
〜
一
八
五
五
）
ら
に
よ
っ
て
水
戸
藩
の
藩
内
に
の
み
影
響
力
を
持
つ
学
問
か
ら
、
幕
末
に
「
尊
王
攘
夷
」
運
動
の
理
論
的

支
柱
と
な
り
、
全
国
的
に
影
響
力
を
持
つ
学
問
へ
と
変
容
し
て
い
っ
た
。
後
期
水
戸
学
は
、
周
知
の
と
お
り
、
諸
学
を
糾
合
し
た
折
衷
学
的
な
学

問
で
あ
り
、
た
だ
同
時
に
諸
学
の
影
響
を
ど
の
程
度
、
認
め
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
問
題
と

な
る
の
が
、
後
期
水
戸
学
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
徂
徠
学
の
影
響
を
ど
の
程
度
、
認
め
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
水
戸
藩
の
史
館

で
あ
る
彰
考
館
に
お
い
て
徂
徠
学
が
講
じ
ら
れ
た
の
は
、
藤
田
幽
谷
の
師
、
立
原
翠
軒
か
ら
で
あ
る
。
徂
徠
学
を
、
後
期
水
戸
学
を
代
表
す
る
学

者
で
あ
る
藤
田
幽
谷
、
会
沢
正
志
斎
、
藤
田
東
湖
が
ど
の
よ
う
に
受
容
、
も
し
く
は
拒
絶
し
た
の
か
考
察
す
る
こ
と
は
、
後
期
水
戸
学
の
特
色
を

明
ら
か
に
す
る
上
で
、
重
要
で
あ
る
。
後
期
水
戸
学
を
代
表
す
る
学
者
の
一
人
で
あ
る
藤
田
東
湖
に
は
、『
孟
子
』
に
つ
い
て
論
じ
た
「
孟

論
」

が
あ
る
。
ま
た
、
荻
生
徂
徠
に
は
、『
孟
子
識
』
が
あ
り
、
荻
生
徂
徠
の
経
学
の
高
弟
で
あ
る
太
宰
春
台
に
も
「
孟
子
論
」
が
あ
る
。

本
稿
は
、
以
上
に
挙
げ
た
藤
田
東
湖
の
「「
孟

論
」、
荻
生
徂
徠
の
『
孟
子
識
』、
太
宰
春
台
の
「
孟
子
論
」
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
三
者
の
『
孟

子
』
観
解
釈
の
比
較
を
通
し
て
、
藤
田
東
湖
の
思
想
形
成
に
徂
徠
学
派
が
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
た
の
か
、
考
察
を
加
え
る
こ
と
を
試
み
た
も

の
で
あ
る
。

結
論
と
し
て
、
藤
田
東
湖
と
徂
徠
学
派
に
お
け
る
『
孟
子
』
観
で
は
、『
孟
子
』
を
批
判
す
る
点
は
共
通
す
る
も
の
の
、
批
判
点
が
、
三
者
三
様

に
異
な
っ
て
い
た
。
な
か
で
も
、
藤
田
東
湖
の
『
孟
子
』
批
判
は
、「
君
臣
」
の
名
分
論
に
基
づ
く
批
判
で
あ
り
、
徂
徠
学
派
に
お
け
る
「
道
統
論
」

に
お
け
る
「
孟
子
」
を
巡
る
位
置
付
け
と
は
明
確
に
異
な
っ
て
い
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、『
孟
子
』
観
に
限
っ
て
い
え
ば
、
藤
田
東
湖
は
、
徂
徠

学
派
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
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は
じ
め
に

後
期
水
戸
学
は
、
藤
田
幽
谷
に
は
じ
ま
り
、
高
弟
で
あ
る
会
沢
正
志
斎
、
子

息
で
あ
る
藤
田
東
湖
に
よ
っ
て
水
戸
藩
の
藩
内
に
の
み
影
響
力
を
持
つ
学
問
か

ら
、
幕
末
に
「
尊
王
攘
夷
」
運
動
の
理
論
的
支
柱
と
な
り
、
全
国
的
に
影
響
力

を
持
つ
学
問
へ
と
変
容
し
て
い
っ
た
。
後
期
水
戸
学
は
、
周
知
の
と
お
り
、
諸

学
を
糾
合
し
た
折
衷
学
的
な
学
問
で
あ
り
、
た
だ
同
時
に
諸
学
の
影
響
を
ど
の

程
度
、
認
め
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま

た
、
本
山
幸
彦
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
藤
田
東
湖
、
会
沢
正
志
斎
、
藤

田
東
湖
の
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
に
は
、
思
想
の
差
異
が
存
在
し
、
差
異
と
共
通
点

か
ら
、
後
期
水
戸
学
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
後
期
水
戸
学
を
研
究
す

る
上
で
の
重
要
な
視
座
と
な
っ
て
い
る
一
）
。
江
戸
時
代
の
諸
学
の
中
で
も
と
り

わ
け
、
後
期
水
戸
学
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
の
が
、
徂
徠
学
で
あ
る
。
徂

徠
学
は
、
松
平
定
信
に
よ
っ
て
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
に
寛
政
異
学
の
禁
が

出
さ
れ
る
ま
で
は
、
朱
子
学
、
同
様
、
も
し
く
は
そ
れ
以
上
に
影
響
力
を
持
っ

た
学
問
で
あ
っ
た
。
水
戸
藩
の
史
館
で
あ
る
彰
考
館
に
お
い
て
徂
徠
学
が
講
じ

ら
れ
た
の
は
、
藤
田
幽
谷
の
師
、
立
原
翠
軒
か
ら
と
さ
れ
る
二
）
。
徂
徠
学
を
、

後
期
水
戸
学
を
代
表
す
る
学
者
で
あ
る
藤
田
幽
谷
、
会
沢
正
志
斎
、
藤
田
東
湖

が
ど
の
よ
う
に
受
容
、
も
し
く
は
拒
絶
し
た
の
か
考
察
す
る
こ
と
は
、
後
期
水

戸
学
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
重
要
で
あ
る
。
藤
田
東
湖
に
は
、『
孟
子
』

に
つ
い
て
論
じ
た「
孟

論
」
三
）

が
あ
る
。
ま
た
、
荻
生
徂
徠
に
は
、『
孟
子
識
』
四
）

が
あ
り
、
荻
生
徂
徠
の
経
学
の
高
弟
で
あ
る
太
宰
春
台
に
も「
孟
子
論
」
五
）

が
あ

る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
『
孟
子
』
観
解
釈
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
藤
田
東
湖

の
思
想
形
成
に
、
徂
徠
学
派
が
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
た
の
か
、
考
察
を
加

え
る
こ
と
と
し
た
い
。
併
せ
て
、『
孟
子
』解
釈
を
例
と
し
て
藤
田
東
湖
と
の
徂

徠
学
と
の
異
同
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

荻
生
徂
徠
の
『
孟
子
』
観

荻
生
徂
徠
の
『
孟
子
』
観
に
つ
い
て
、
荻
生
徂
徠
が
『
孟
子
』
に
注
釈
を
つ

け
た
『
孟
子
識
』
が
未
完
で
あ
る
こ
と
や
、『

園
随
筆
十
筆
』
や
『
孟
子
識
』

の
中
で
、
盛
ん
に
孟
子
を
「
好
弁
」
と
評
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
荻
生
徂
徠

が
『
孟
子
』
を
評
価
す
る
宋
学
者
や
伊
藤
仁
斎
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

従
来
の
研
究
で
は
、
荻
生
徂
徠
は
『
孟
子
』
を
高
く
評
価
し
て
い
な
い
と
さ
れ

て
い
る
六
）
。

荻
生
徂
徠
の
『
孟
子
』
観
は
、（
一
）『
孟
子
』
を
経
書
と
し
て
ど
う
位
置
付

け
る
か
と
い
う
こ
と
、（
二
）『
孟
子
』の
経
書
に
対
す
る
位
置
付
け
に
伴
う「
亜

聖
」
と
い
う
評
価
に
対
す
る
批
判
、（
三
）
宋
学
や
伊
藤
仁
斎
に
対
す
る
批
判
の

三
項
に
分
け
て
検
討
し
て
み
た
い
。
つ
い
で
、
荻
生
徂
徠
が
、『
孟
子
』
の
「
易

姓
革
命
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

ま
ず
、
荻
生
徂
徠
が
、『
孟
子
』
の
批
判
点
を
見
て
い
く
。
荻
生
徂
徠
は
『
孟

子
識
』
で
次
の
よ
う
に
孟
子
を
批
判
し
て
い
る
。

故
に
孟
子
は
之
を
言
う
者
を
主
と
す
る
な
り
。
之
を
行
う
者
を
主
と
せ
ざ

る
な
り
。
是
れ
其
の
僅
に
後
世
の
儒
家
者
流
の
祖
、
た
る
所
以
な
り
。
而

し
て
古
聖
賢
の
徒
た
る
能
は
ざ
る
な
り
。

故
孟
子
者
言
之
者
也
。
不
主
行
之
者
也
。
是
其
所
以
爲
僅
後
世
儒
家
者
流

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

研
究
論
集

第
十
五
号
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之
祖
。
而
不
能
爲
古
聖
賢
之
徒
也
。

荻
生
徂
徠
は
、
孟
子
は
言
説
を
主
と
す
る
も
の
で
、
行
為
を
主
と
す
る
も
の

で
は
な
い
と
し
、
後
儒
の
祖
で
あ
り
、
古
の
聖
賢
の
学
問
を
学
ぶ
者
で
は
な
い

と
し
て
い
る
。
更
に
、
孟
子
の
言
説
に
対
し
て
批
判
し
て
い
る
の
が
、
次
に
挙

げ
る
『

園
十
筆
』
の
「
三
筆
」
七
）

で
あ
る
。

故
に
孟
子
は
雄
辨
の
儒
な
り
。
聖
人
の
徒
に
非
ざ
る
な
り
。
聖
人
の
道
、

降
り
て
儒
家
者
流
と
爲
る
。
是
れ
豈
に
罪
の
魁
な
ら
ん
や
。

故
孟
子
者
雄
辨
儒
也
。
非
聖
人
之
徒
也
。
聖
人
之
道
、
降
爲
儒
家
者
流
。

是
豈
非
罪
之
魁
。

こ
こ
で
、
荻
生
徂
徠
は
、
孟
子
を
雄
弁
、
つ
ま
り
、
弁
の
立
つ
儒
者
と
し
て

い
る
。
た
だ
こ
れ
は
肯
定
的
な
評
価
で
は
な
く
、『
孟
子
識
』に
見
ら
れ
る
言
説

を
主
と
す
る
儒
者
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
更
に
、
孟
子
を
聖
人
、
つ
ま
り
は
、

孔
子
の
弟
子
で
は
な
い
と
し
、
孟
子
以
後
、
孔
子
の
道
が
、
降
っ
て
「
儒
家
者

流
」
に
な
っ
た
と
し
、「
罪
の
魁
」
と
ま
で
批
判
し
て
い
る
。
荻
生
徂
徠
は
『
孟

子
識
』
の
中
で
、
孟
子
の
「
雄
弁
」
の
問
題
を
次
の
よ
う
に
挙
げ
て
い
る
。

蓋
し
孟
子
、
能
言
を
以
て
、
自
ら
負
ふ
。
問
ひ
有
り
て
對
ふ
る
能
は
ざ
る

を
以
て
恥
と
爲
す
。
是
れ
其
の
病
根
な
り
。

蓋
孟
子
以
能
言
、
自
負
。
以
有
問
而
不
能
對
爲
恥
。
是
其
病
根
。

荻
生
徂
徠
は
、
孟
子
が
、
自
ら
の
弁
舌
を
誇
り
、
問
わ
れ
る
こ
と
に
答
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
恥
と
考
え
、
こ
れ
が
、
孟
子
の
欠
点
で
あ
る
と
し
た
。

孟
子
が
、
言
説
を
主
と
し
た
背
景
に
つ
い
て
、『
孟
子
識
』に
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

大
氐
、
孟
子
の
時
、
百
家
、

涌
し
、
口
を
極
め
て
聖
人
を
譏
る
。
孟
子

奮
然
と
し
て
之
と
争
ふ
な
り
。
是
に
於
い
て
か
、
先
王
の
道
、
降
り
て
儒

家
者
流
と
爲
る
。
故
に
務
め
て
儒
家
を
張
す
。
以
て
孔
子
の
道
を
見
る
に
、

百
家
に

勝
す
。
是
れ
其
の
時
と
雖
も
、
亦
た
孟
子
の
過
な
り
。

大
氐
、
孟
子
時
百
家

涌
、
極
口
譏
聖
人
。
孟
子
奮
然
與
之
争
也
。
於
是

乎
。
先
王
之
道
降
而
爲
儒
家
者
流
。
故
務
張
儒
家
。
以
見
孔
子
之
道
、

勝
於
百
家
。
是
雖
其
時
哉
、
亦
孟
子
之
過
也
。

荻
生
徂
徠
は
、
孟
子
が
言
説
を
主
と
し
た
背
景
と
し
て
、
孟
子
が
生
き
た
時

代
背
景
を
挙
げ
る
。
孟
子
は
、
儒
教
を
除
く
、
諸
子
百
家
と
さ
れ
る
諸
学
か
ら

儒
教
が
批
判
さ
れ
る
中
、
そ
の
批
判
に
勝
つ
た
め
に
言
説
を
し
て
、
儒
家
を
守

ろ
う
と
し
た
と
し
て
い
る
。
荻
生
徂
徠
は
、
孟
子
が
、
言
説
を
主
と
し
て
、
儒

教
を
守
ろ
う
と
し
た
こ
と
が
、
か
え
っ
て
、「
聖
人
の
道
」
が
「
儒
家
者
流
」
へ

と
降
る
原
因
に
な
っ
た
。
孟
子
の
過
失
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
荻
生
徂
徠
は
、

孟
子
の
思
想
や
役
割
を
す
べ
て
否
定
し
た
訳
で
は
な
い
。『

園
十
筆
』
の
「
六

筆
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

子
思
、
孟

、
荀
況
、
董
仲
舒
、
韓
愈
、

陽
修
、
程
頤
、
朱
熹
、
是
の

八
君
子
は
、
邪
説
を
闢
き
以
て
聖
人
の
道
を
衛
る
。
其
の
徳
の
淺
深
純

は
、
未
だ
以
て
先
王
の
道
を

す
る
に
足
ら
ず
と
雖
も
、
然
し
て
摧

廊

清
の
功
は
、
亦
た
聖
門
の
禦
侮
な
り
。

子
思
孟

、
荀
況
、
董
仲
舒
、
韓
愈
、

陽
修
、
程
頤
、
朱
熹
、
是
八
君

子
者
、
闢
邪
説
以
衛
聖
人
之
道
。
其
徳
之
淺
深
純

、
雖
未
足

以
先
王

之
道
、
然
摧

廊
清
之
功
、
亦
聖
門
之
禦
侮
也
。

孟
子
を
、
子
思
、
荀
子
、
董
仲
舒
、
韓
愈
、

陽
修
、
程
頤
、
朱
熹
と
並
べ

て
、「
聖
門
之
禦
侮
」と
評
価
し
て
い
る
。
更
に
、
孟
子
を
肯
定
的
に
論
じ
て
い

武
石

藤
田
東
湖
の
『
孟
子
』
観
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る
の
が
、
次
に
挙
げ
る
、『

園
十
筆
』
の
「
七
筆
」
で
あ
る
。

孟
子
の
言
は
聖
人
な
り
。
後
儒
と
殊
な
る
。

孟
子
之
言
者
聖
人
也
。
與
後
儒
殊
焉
。

荻
生
徂
徠
は
、
孟
子
の
言
説
は
聖
人
の
も
の
で
あ
り
、
後
儒
と
は
異
な
っ
て

い
る
と
し
て
い
る
。
荻
生
徂
徠
は
、『
孟
子
識
』に
お
い
て
も
、
後
儒
、
つ
ま
り

は
宋
儒
を
批
判
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

大
抵
孟
子
の
一
書
は
時
君
に
勸
む
る
を
主
と
す
。
故
に
其
の
言
は
専
ら
務

め
て
孔
子
を
張
す
。
以
て
百
家
と
争
う
。
而
し
て
未
だ
道
を
行
ふ
に
至
ら

ず
。
故
に
禮

、
率
ね
略
す
る
所
に
在
り
。

使
、
孟
子
を
し
て
君
を
得

て
道
を
行
は
ば
、
則
ち
豈
に
禮

を
廢
せ
ん
や
。
宋
儒
以
來
孟
子
を
喜
ぶ

は
、
唯
だ
孟
子
の
辨
論
の
言
を
執
り
、
以
て
孟
子
の
本

、
此
く
の
如
く

に
止
ま
る
と
爲
す
の
み
。
故
に
皆
禮

之
を
道
と
謂
ふ
を
知
ら
ず
。
此
れ

孟
子
の
過
ち
に
非
ざ
る
な
り
。
諸
家
、
善
く
書
を
讀
ま
ざ
る
の
過
ち
な
り
。

大
抵
孟
子
一
書
主
勸
時
君
。
故
其
言
専
務
張
孔
子
。
以
與
百
家
争
。
而
未

至
於
行
道
。
故
禮

率
在

所
略
。

使
孟
子
得
君
行
道
。
則
豈
廢
禮

哉
。
宋
儒
以
來
喜
孟
子
者
、
唯
執
孟
子
辨
論
之
言
、
以
爲
孟
子
本

、
止

于
如
此
。
故
皆
不
知
禮

謂
之
道
。
此
非
孟
子
之
過
也
。
諸
家
不
善
讀
書

之
過
也
。

『
孟
子
』と
い
う
書
物
は
、
君
主
に
勧
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容

は
孔
子
の
学
を
主
張
す
る
も
の
で
、
禮

に
つ
い
て
は
、
省
略
し
て
い
る
。
た

だ
、
孟
子
は
、
禮

を
廃
し
た
訳
で
は
な
く
、
有
徳
の
君
主
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
ら
、
禮

を
廃
す
る
は
ず
は
な
い
と
し
て
い
る
。『
孟
子
』
の
「
弁
論
」
に

の
み
着
目
し
、
孟
子
の
本
旨
を
知
ら
な
い
の
は
、
孟
子
の
責
任
で
は
な
く
、『
孟

子
』
を
読
む
側
の
責
任
と
し
て
い
る
。

次
に
、
荻
生
徂
徠
が
、『
孟
子
』
の
「
易
姓
革
命
」
を
い
か
に
解
釈
し
た
か
を

見
て
い
く
。『
孟
子
識
』
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

孟
子
、
齊
梁
の
君
王
に
勸
む
。
其
れ
既
に
湯
武
を
引
く
。
則
ち
固
よ
り
其

の
所
な
り
。
何
ぞ
疑
ひ
を
容
れ
ん
や
。
而
し
て
後
儒
の
之
を
疑
ふ
は
、
道

を
知
ら
ざ
る
の
過
な
り
。
夫
れ
道
は
、
聖
人
の
建
つ
る
所
な
り
。
聖
人
、

道
を
建
つ
る
所
以
の
心
は
、
則
ち
仁
に
在
り
。
湯
武
は
聖
人
な
り
。
湯
武

の
放
伐
し
、
天
に
應
へ
民
に
順
ふ
は
、
仁
な
り
。

孟
子
勸
齊
梁
君
王
。
其
既
引
湯
武
。
則
固
其
所
也
。
何
容
疑
乎
。
而
後
儒

疑
之
者
、
不
知
道
之
過
也
。
夫
道
者
、
聖
人
所
建
也
。
聖
人
所
以
建
道
之

心
、
則
在
仁
。
湯
武
聖
人
也
。
湯
武
放
伐
、
應
天
順
民
、
仁
也
。

荻
生
徂
徠
は
、「
放
伐
」
を
仁
と
し
て
い
る
。
商
の
湯
王
や
周
の
武
王
の
「
放

伐
」
は
「
道
」
で
あ
り
、「
仁
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。「
放
伐
」
に
「
弑
逆
」

と
い
う
疑
義
を
差
し
挟
む
の
は
、
後
儒
が
「
道
」
を
知
ら
な
い
た
め
と
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
国
学
や
闇
斎
学
で
問
題
と
さ
れ
る
、『
孟
子
』
の
「
易
姓
革
命
」

に
対
し
、
荻
生
徂
徠
は
問
題
視
し
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、
肯
定
的
に
解
釈
し
て

い
る
。
荻
生
徂
徠
の
『
孟
子
』
観
を
ま
と
め
る
に
、
孟
子
が
言
説
を
主
と
し
た

こ
と
に
対
し
て
、「
儒
家
者
流
」と
批
判
す
る
も
の
の
、
孟
子
を
孔
子
に
次
ぐ「
亜

聖
」
と
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
否
定
的
な
も
の
の
、
孟
子
の
思
想
を
す
べ
て
批

判
し
た
わ
け
で
も
、
軽
ん
じ
た
わ
け
で
も
な
い
。
荻
生
徂
徠
は
、
六
経
を
『
論

語
』
よ
り
上
位
に
置
い
た
。
ま
た
、
孟
子
の
意
図
で
は
な
く
、
孟
子
の
雄
弁
さ

が
着
目
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
後
儒
、
と
り
わ
け
、
宋
学
や
仁
斎
学
の
責
任

を
問
う
て
い
る
。「
易
姓
革
命
」に
関
し
て
は
、
商
の
湯
王
や
周
の
武
王
を
聖
人
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と
し
、
臣
下
が
主
君
を
討
伐
し
た
「
弑
逆
」
と
は
せ
ず
、
仁
と
し
て
い
る
。

太
宰
春
台
の
『
孟
子
』
観

荻
生
徂
徠
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
孟
子
の
「
好
弁
」
を
批
判
し
、
孔
子
の

教
え
を
精
確
に
伝
え
な
か
っ
た
と
批
判
し
て
い
る
。
た
だ
一
方
で
、
孟
子
を
孔

子
の
教
え
を
守
っ
た
「
禦
侮
」
と
し
て
、
一
定
の
役
割
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
、

荻
生
徂
徠
が
問
題
と
す
る
の
は
、
孟
子
の
本
旨
を
離
れ
、
後
世
の
儒
者
に
解
釈

さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
太
宰
春
台
は
、『
孟
子
』を
批
判
し
た
荀
子
や
王
充
を

挙
げ
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

昔
者
、
荀
卿
、
言
を
立
て
十
二
子
を
非
る
。
孟
子
焉
に
与
る
。
漢
の
王
充

仲
任
氏
、『
論
衡
』
を
著
す
。
中
に
「
刺
孟
」
の
篇
有
り
。
孟

を
刺
る
な

り
。
二
子
の
譏
る
所
、

の
言
行
、
道
に
違
ひ
理
に
悖
る
を
譏
る
な
り
。

其
の
言
、
悉
く

の
病
に
中
る
。

昔
者
、
荀
卿
立
言
非
十
二
子
。
孟
子
与
焉
。
漢
王
充
仲
任
氏
、
著『
論
衡
』。

中
有
「
刺
孟
」
篇
。
刺
孟

也
。
二
子
所
譏
、
譏

之
言
行
、
違
道
悖
理

也
。
其
言
、
悉
中

病
。

『
荀
子
』
や
『
論
衡
』
で
孟
子
の
言
行
が
道
理
に
悖
る
と
批
判
し
て
お
り
八
）
、

太
宰
春
台
は
、
荀
子
と
王
充
の
孟
子
批
判
は
、
孟
子
の
問
題
点
に
精
確
に
言
及

し
て
い
る
と
し
、
更
に
、
次
の
よ
う
に
批
判
を
加
え
て
い
る
。

余
、
嘗
て
二
子
の
言
に
因
り
て
、
以
て
孟
子
七
篇
を
閲
す
。
則
ち

の
過

失
、
二
子
の
譏
る
所
に
止
ま
ら
ざ
る
な
り
。

余
、
嘗
因
二
子
之
言
、
以
閲
孟
子
七
篇
。
則

之
過
失
。
不
止
二
子
之
所

譏
也
。

孟
子
の
問
題
点
は
、
荀
子
や
王
充
の
指
摘
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
と
し
て

い
る
。
太
宰
春
台
は
、
孟
子
の
問
題
点
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

悦
ぶ
可
き
の
言
を
為
す
こ
と
を
務
る
は
、
斉
王
の
為
に
貨
を
好
み
色
を
好

む
こ
と
を
言
ふ
が
如
き
、
是
れ
の
み
。
牽
強
し
て
論
を
持
す
る
は
、
告
子

と
性
を
論
ず
る
が
如
き
、
是
れ
の
み
。
夫
れ
斯
の
二
者
は
、

の
患
な
り
。

務
為
可
悦
之
言
、
如
為
斉
王
言
好
貨
好
色
是
已
。
牽
強
持
論
。
如
与
告
子

論
性
是
已
。
夫
斯
二
者
。

之
患
也
。

孟
子
が
、
取
り
入
る
た
め
、
わ
ざ
と
斉
王
が
悦
ぶ
こ
と
を
言
い
、
承
服
さ
せ

る
た
め
、
無
理
に
こ
じ
つ
け
た
こ
と
を
問
題
点
と
し
て
い
る
。
孟
子
の
弁
論
を

批
判
し
た
点
は
、
師
で
あ
る
荻
生
徂
徠
が
「
好
弁
」
と
批
判
し
た
の
と
同
様
で

あ
る
。

更
に
太
宰
春
台
は
、
孔
子
と
孟
子
の
違
い
を
示
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

孟
子
曰
く
、「
予
れ
未
だ
孔
子
の
徒
為
る
を
得
ざ
る
な
り
。
予
れ
諸
を
人
に

私
淑
す
。」と
。
又
た
曰
く
、「
乃
ち
願
ふ
所
は
則
ち
孔
子
に
学
ば
ん
。」と
。

是
の
若
け
れ
ば
、
則
ち
孟

固
よ
り
孔
子
を
学
ぶ
者
な
り
。
然
る
に
其
の

著
す
所
の
書
、
三
万
言
に
し
て
孔
子
に
違
ふ
こ
と
、
十
の
五
に
止
ま
ら
ず
。

孟
子
曰
、「
予
未
得
為
孔
子
徒
也
。
予
私
淑
諸
人
也
。」又
曰
、「
乃
所
願
則

学
孔
子
也
。」若
是
、
則
孟

固
学
孔
子
者
也
。
然
其
所
著
書
、
三
万
言
而

違
孔
子
者
不
止
十
五
。孟
子
曰
、「
予
未
得
為
孔
子
徒
也
。予
私
淑
諸
人
也
。」

又
曰
、「
乃
所
願
則
学
孔
子
也
。」
若
是
、
則
孟

固
学
孔
子
者
也
。
然
其

所
著
書
、
三
万
言
而
違
孔
子
者
不
止
十
五
。
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孟
子
は
孔
子
の
弟
子
を
称
し
な
が
ら
も
、『
孟
子
』
の
内
容
は
半
分
以
上
が
、

孔
子
の
考
え
と
異
な
る
と
し
て
い
る
。
具
体
的
な
例
を
、
春
秋
時
代
の
齊
の
宰

相
で
あ
っ
た
管
仲
の
評
価
に
つ
い
て
孔
子
と
孟
子
は
異
な
る
と
し
て
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

仲
尼
嘗
て
管
仲
を
称
し
て
曰
ふ
、「
其
の
仁
に
如
か
ん
や
。
其
の
仁
に
如
か

ん
や
。」
と
。
又
曰
く
、「
管
仲
微
り
せ
ば
、
吾
れ
其
の
髪
を
被
り
衽
を
左

に
せ
ん
。」と
。
仲
尼
の
管
仲
を
称
す
る
や
、
盛
な
り
と
謂
ふ
可
し
。
孟
子

乃
ち
管
仲
、
為
す
に
足
ら
ず
を
以
て
す
。
亦
た
異
な
ら
ず
や
。

仲
尼
嘗
称
管
仲
曰
、「
如
其
仁
。
如
其
仁
。」又
曰
、「
微
管
仲
、
吾
其
被
髪

左
衽
矣
。」仲
尼
之
称
管
仲
也
可
謂
盛
矣
。
孟
子
乃
以
管
仲
不
足
為
。
不
亦

異
乎
。

太
宰
春
台
は
、
孔
子
が
管
仲
を
評
価
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
孟
子
は
管
仲

を
評
価
し
て
お
ら
ず
、
両
者
の
思
想
が
異
な
る
と
強
調
し
て
い
る
九
）
。
太
宰
春

台
は
、
孔
子
と
孟
子
の
思
想
の
違
い
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
宋
学
や
伊
藤

仁
斎
が
「
孔
孟
」
と
称
し
、
孟
子
を
孔
子
に
次
ぐ
存
在
と
す
る
こ
と
に
反
対
し

て
い
る
。
太
宰
春
台
は
孟
子
に
つ
い
て
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

が
儒
生
に
終
る
は
、
乃
ち
其
の
自
ら
小
な
る
所
な
り
。
嗟
乎
、

、
啻

に
自
ら
小
な
る
の
み
な
ら
ず
、
後
の
学
者
を
し
て
皆
自
ら
小
に
せ
し
む
れ

ば
、
則
ち

の
後
生
に
禍
す
る
や
、
亦
た
大
な
ら
ず
や
。

之
終
於
儒
生
、
乃
其
所
自
小
也
。
嗟
乎
、

不
啻
自
小
、
使
後
之
学
者

皆
自
小
、
則

之
禍
後
生
。
不
亦
大
乎
。

孟
子
が
一
儒
者
と
し
て
生
涯
を
終
え
た
の
は
、
孟
子
の
器
量
の
小
さ
さ
で
あ

り
、
孟
子
は
、
自
ら
の
み
で
は
な
く
、
後
の
儒
者
も
小
さ
く
し
た
と
し
て
い
る
。

孟
子
が
後
世
に
与
え
た
悪
影
響
は
、
甚
だ
大
き
い
と
し
、
孟
子
及
び
孟
子
以
後

の
儒
者
を
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

、
自
ら
以
て
孔
子
の
徒
と
為
す
。
而
し
て
其
の
道
に
達
せ
ざ
る
こ
と
是

く
の
如
し
。
是
れ
よ
り
先
王
の
道
、
降
り
て
儒
家
者
流
と
為
る
。
遂
に
後

世
を
し
て
「
儒
者
、
与
に
進
取
し
難
し
」
と
謂
は
し
む
。
千
百
年
来
、
儒

生
の
談
、
国
家
に
補
ふ
無
し
。

之
を
誤
る
に
由
る
な
り
。

自
以
為
孔
子
之
徒
。
而
其
不
達
道
如
是
。
自
是
先
王
之
道
、
降
為
儒
家

者
流
。
遂
令
後
世
謂
儒
者
難
与
進
取
。
千
百
年
来
、
儒
生
之
談
、
無
補
於

国
家
。
由

誤
之
也
。

孟
子
は
自
ら
を
孔
子
の
弟
子
と
し
な
が
ら
も
、「
先
王
の
道
」に
達
し
て
い
な

い
ば
か
り
か
、「
先
王
の
道
」
を
、「
儒
家
者
流
」
に
変
質
さ
せ
た
と
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
、「
儒
者
」は
、
国
家
の
運
営
に
助
け
に
な
る
所
は
な
か
っ
た
と
批

判
し
て
い
る
。
太
宰
春
台
は
一
貫
し
て
孟
子
を
非
難
し
て
い
る
。

次
に
、
太
宰
春
台
は
、「
易
姓
革
命
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

古
よ
り
賢
人
君
子
、
能
く
天
下
に
爲
す
こ
と
有
る
者
は
、
必
ず
衆
人
の
爲

さ
ざ
る
所
を
爲
す
者
な
り
。
彼
れ
其
の
之
を
為
す
や
、
常
道
、
行
ふ
べ
け

れ
ば
則
ち
之
を
行
ひ
、
其
の
或
ひ
は
不
可
な
れ
ば
則
ち
時
を
視
て
権
を
行

ふ
。
湯
の
桀
を
放
ち
武
王
の

を
伐
ち
、
周
公
の
二
叔
を
誅
す
る
が
若
き

に
至
つ
て
は
、
皆
聖
人
の
事
に
し
て
、
後
世
、
譏
る
こ
と
無
し
。

自
古
賢
人
君
子
、
能
有
為
於
天
下
者
、
必
為
衆
人
所
不
為
者
也
彼
其
為
之

也
。
常
道
、
可
行
則
行
之
、
其
或
不
可
則
視
時
而
行
権
。
至
若
湯
之
放
桀

武
王
之
伐

、
周
公
之
誅
二
叔
、
皆
聖
人
之
事
、
後
世
無
譏
焉
。

太
宰
春
台
は
、「
易
姓
革
命
」に
つ
い
て
、
商
の
湯
王
や
周
の
武
王
、
更
に
は
、
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周
公
が
行
っ
た
討
伐
を
「
権
」
で
あ
り
、
聖
人
の
行
い
で
あ
る
た
め
、
後
世
か

ら
非
難
さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
。「
易
姓
革
命
」を
聖
人
の
行
い
と
し
、
荻
生
徂

徠
と
同
様
に
肯
定
し
て
い
る
。
た
だ
、
荻
生
徂
徠
は
、『
論
語
徴
』
十
）

の「
子
罕
」

篇
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

後
世
、
湯
武
の
放
伐
を
論
ず
る
者
有
る
は
、
孟
子
に
昉
ま
る
な
り
。
故
に

漢
儒
、
以
て
權
と
爲
し
、
仁
齊
、
以
て
道
と
爲
す
。
皆
、

妄
な
る
の
み
。

後
世
有
論
湯
武
放
伐
者
、
昉
孟
子
也
。
故
漢
儒
以
爲
權
、
仁
齊
以
爲
道
。

皆

妄
已
。

「
易
姓
革
命
」
を
最
初
に
論
じ
た
の
は
、
孟
子
で
あ
り
、「
易
姓
革
命
」
を
後

儒
が
「
権
」
と
し
「
道
」
と
解
釈
し
た
の
は
、
分
を
弁
え
な
い
解
釈
で
あ
る
と

非
難
し
て
い
る
。
た
だ
、
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
太
宰
春
台
は
、「
常
道
」が
行

え
な
い
場
合
は
、
時
宜
を
見
て
「
権
」
を
行
う
の
だ
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

「
易
姓
革
命
」
に
つ
い
て
、
徂
徠
と
同
様
に
、
肯
定
的
な
見
解
を
示
し
て
お
り
、

日
本
に
お
け
る
「
易
姓
革
命
」
の
是
非
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
た
だ
、

「
易
姓
革
命
」
を
聖
人
の
行
い
と
し
つ
つ
も
、
荻
生
徂
徠
は
「
仁
」
と
し
、
太
宰

春
台
は
「
権
」
と
し
て
い
る
。
太
宰
春
台
の
『
孟
子
』
観
は
、
師
で
あ
る
荻
生

徂
徠
の
見
解
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
も
、
孟
子
に
つ
い
て
は
徂
徠
よ
り
も
批
判
的
で

あ
る
。

藤
田
東
湖
の
孟
子
観

徂
徠
学
派
に
お
け
る
「
孟
子
」
観
は
、
荻
生
徂
徠
、
太
宰
春
台
と
の
間
に
、

差
異
が
あ
っ
た
。
孟
子
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
、
荻
生
徂
徠
は
、「
亜
聖
」と
い

う
聖
人
に
次
ぐ
立
場
は
認
め
な
い
け
れ
ど
も
、孟
子
が
傑
出
し
た
人
物
で
あ
り
、

問
題
点
は
あ
っ
て
も
、
荀
子
や
董
仲
舒
や
朱
子
と
い
っ
た
儒
者
、
同
様
に
孔
子

の
道
を
守
っ
た
人
物
と
し
て
い
る
。
一
方
、
太
宰
春
台
は
、
孟
子
以
降
、
儒
者

が
政
治
に
役
立
た
な
い
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
孟
子
以
後
で
あ

る
と
し
、
孟
子
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度
評
価
し
た
師
で
あ
る
荻
生
徂
徠
と
異
な

る
見
解
を
示
し
て
い
る
。
更
に
、「
易
姓
革
命
」
に
つ
い
て
は
、
荻
生
徂
徠
は
、

聖
人
で
あ
る
商
の
湯
王
や
周
の
武
王
の
行
い
は
、「
仁
」で
あ
り
、「
易
姓
革
命
」

も
仁
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
太
宰
春
台
は
、
こ
れ
に
対
し
て
、「
易
姓
革
命
」

を
「
権
」
と
し
、「
易
姓
革
命
」
を
以
て
『
孟
子
』
批
判
の
論
拠
と
は
し
て
い
な

い
。
さ
て
、
藤
田
東
湖
は
「
孟

論
」
を
著
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

孔
子
既
に
没
し
、
周
室
益
す
微
な
り
。
威
烈
、
愼
観
の
間
に
至
り
て
、
衰

弱
極
ま
れ
り
。
父
を
弑
し
君
を
弑
す
る
者
は
、
所
在
に
こ
れ
有
り
。
諸
子

百
家
、
異
端
邪
説
は
、
又
、
紛
然
と
し
て
其
の
間
に
雑
出
す
。
是
の
時
に

當
た
り
、
孟

、
獨
り
聖
人
の
道
を
學
び
、
先
王
の
徳
を
述
ぶ
。
其
の
宏

才
雄
辯
も
亦
、
固
よ
り
以
て
一
世
を
風
靡
す
る
に
足
る
。
所
謂
、
孔
子
の

後
来
を
俟
つ
者
は
、

を
し
て
任
ぜ
ざ
れ
ば
、
則
ち
孰
れ
か
復
た
こ
れ
を

能
く
せ
ん
。

、
た
る
者
は
、
誠
に
宜
し
く
孔
子
の
遺
意
を
奉
り
、『
春
秋
』

の
大
義
を
明
ら
か
に
す
べ
し
。
苟
し
く
も
以
て

倫
を
扶
け
周
室
を
尊
ぶ

べ
き
者
は
、
汲
々
と
し
て
之
を
爲
め
も
て
餘
力
を
遺
さ
ず
。

孔
子
既
没
。
周
室
益
微
。
至
於
威
烈
愼
観
之
間
、
而
衰
弱
極
矣
。
弑
父
弑

君
者
、
所
在
有
之
。
諸
子
百
家
異
端
邪
説
、
叉
紛
然
雑
出
乎
其
間
。
富
是

時
、
孟

獨
學
聖
人
之
道
、
述
先
王
之
徳
。
其
宏
才
雄
辯
、
亦
固
足
以
風

靡
一
世
。
所
謂
孔
子
之
俟
於
後
来
者
、

而
不
任
、
則
孰
復
能
之
。
爲
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者
、
誠
宜
奉
孔
子
之
遺
意
、
明
春
秋
之
大
義
。
苟
可
以
扶

倫
尊
周
室
者
、

汲
々
爲
之
不
遺
餘
力
。

藤
田
東
湖
は
、
孟
子
が
生
き
た
、
孔
子
が
没
し
て
後
、
周
王
室
は
、
ま
す
ま

す
、
衰
微
し
て
い
き
、
威
烈
王
の
時
が
衰
弱
を
極
め
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
時

代
は
、
子
が
父
を
殺
し
、
臣
下
が
君
主
を
殺
す
と
い
っ
た
こ
と
が
各
地
に
発
生

し
、
諸
子
百
家
、
異
端
邪
説
が
蔓
延
し
、
聖
人
の
道
を
学
ん
で
先
王
の
道
を
伝

え
る
の
は
、
宋
儒
と
同
様
に
孟
子
以
外
は
い
な
か
っ
た
と
し
、
孟
子
の
「
宏
才

雄
辯
」
は
一
世
を
風
靡
し
た
と
し
て
い
る
。
藤
田
東
湖
は
、
孟
子
を
孔
子
の
後

継
者
と
す
る
宋
学
の
「
亜
聖
」
と
認
め
た
上
で
、
孟
子
が
、
孔
子
の
遺
志
を
継

ぎ
、
衰
微
し
た
周
王
室
を
扶
助
す
べ
き
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
藤
田
東
湖
は
、

孟
子
が
、
優
れ
た
能
力
を
有
し
、
孔
子
の
後
継
者
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、「
王

道
論
」
を
唱
え
覇
者
を
王
者
に
し
よ
う
と
し
た
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
批
判
し

て
い
る
。

口
を
開
け
ば
、
則
ち
王
道
を
談
じ
、
其
の
説
の

す
る
所
、
要
す
る
に
、

斉
梁
の
君
を
し
て
天
下
に
王
た
ら
し
む
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
。
嗚
呼
、
周
室

衰
ふ
と
雖
も
、
尚
ほ
正
統
の
焉
に
在
る
有
り
。

、
周
の
世
に
生
ま
れ
、

周
の
粟
を
食
ふ
。
何
ぞ
心
に
、
能
く
忍
ん
で
其
の
説
を
發
す
る
か
。
抑
た

、
文
武
を

道
す
れ
ば
、
則
ち
夫
れ
将
に
斉
梁
の
君
を
し
て
、
天
下
を

三
分
し
て
其
の
二
を
有
た
し
め
て
、以
て
周
に
服
事
せ
し
め
ん
と
す
る
か
。

抑
た
亦
、
将
に
其
の
牧
野
の
戦
ひ
を
爲
さ
し
め
、
天
下
を
一
挙
に
定
め
し

め
ん
と
す
る
か
。
當
時
、
周
王
未
だ
殷

の
暴
有
る
を
聞
か
ず
、
而
し
て

宣
恵
の
文
武
と
爲
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
、
智
者
を
俟
ち
知
る
を
必
せ
ず
。

而
し
て

、
宣
恵
を
し
て
文
武
の
業
を
成
さ
し
め
ん
。
周
王
を
し
て
殷

の
地
に
處
ら
し
め
ん
と
欲
す
。
周
王
も
亦
、
文
武
の
胤
に
非
ず
や
。

、

何
ぞ
文
武
を
信
ず
る
に
厚
く
し
て
、
文
武
に
報
い
る
こ
と
薄
き
か
。

開
口
則
談
王
道
。
要
其
説
之
所

、
不
過
使
斉
梁
之
君
王
於
天
下
而
已
。

嗚
呼
、
周
室
雖
衰
、
尚
有
正
統
在
焉
。

生
於
周
之
世
、
食
周
之
粟
。
何

心
能
忍
而
發
其
説
耶
。
抑

道
文
武
、
則
其
将
使
斉
梁
之
君
、
三
分
天

下
有
其
二
、
以
服
事
周

。
抑
亦
将
使
其
爲
牧
野
之
戦
、
定
天
下
於
一
挙

耶
。
當
時
周
王
未
聞
有
殷

之
暴
而
宣
恵
之
不
可
爲
文
武
、
不
必
俟
智
者

而
知
也
。
而

欲
使
宣
恵
成
文
武
之
業
、
周
王
處
殷

之
地
。
周
王
亦
非

文
武
之
胤
邪
。

何
厚
於
信
文
武
。
而
薄
於
報
文
武
。

藤
田
東
湖
は
、
孟
子
に
つ
い
て
、
周
王
室
が
あ
り
、
周
王
は
、
殷
の

王
の

よ
う
な
暴
君
で
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
正
統
な
周
王
を
蔑
に
し
て
、
齊
王
や
魏

王
を
新
た
に
王
者
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
批
判
し
て
い
る
。
藤
田
東
湖
の
孟

子
批
判
の
要
点
は
、
孔
子
の
後
継
者
「
亜
聖
」
で
あ
り
な
が
ら
、
孔
子
の
遺
志

に
反
し
、
正
統
で
あ
る
周
王
で
は
な
く
、
覇
者
を
王
者
に
し
よ
う
と
し
て
い
る

点
で
あ
る
。
藤
田
東
湖
は
次
の
よ
う
な
名
分
論
を
展
開
し
て
い
る
。

今
、
田
氏
魏
氏
嘗
て
桓
文
に
事
ふ
る
者
な
り
。
子
孫
強
僣
に
し
て
、
其
の

國
を
簒
ひ
て
こ
れ
を
有
す
。
實
に
名
教
の
容
れ
ざ
る
所
な
り
。

、
平
生
、

仁
義
を
貴
び
覇
術
を
賤
し
む
。
而
し
て
一
語
の
名
分
に
及
ぶ
無
し
。
廼
ち

反
つ
て
隠
然
と
し
て
周
室
の
鼎
を
田
魏
強
僣
の
國
に
移
さ
ん
と
欲
す
。
其

の
仁
た
る
義
た
る
は
果
た
し
て
何
物
ぞ
。
も
し
桓
文
在
れ
ば
ば
、
則
ち
罪

を
鳴
ら
し
て
こ
れ
を
討
た
ん
。
將
に
踵
を
旋
ら
さ
ざ
ら
ん
と
す
。

、
豈

に
覇
術
を
賤
し
む
に
暇
あ
ら
ん
や
。
是
に
由
り
て
之
を
言
へ
ば
、

の
王

道
は
、
孔
子
の
與
す
所
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
、
亦
た
明
ら
か
な
り
。
蓋
し
孔
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子
の
遺
意
は
、

、
優
れ
て
之
を
知
る
。
而
し
て

、
継
が
ざ
る
な
り
。

今
、
田
氏
魏
氏
嘗
事
桓
文
者
也
。
子
孫
強
僣
、
簒
其
國
而
有
之
。
實
名
数

之
所
不
容
。

平
生
貴
仁
義
賤
覇
術
。
而
無
一
語
及
名
分
。
廼
反
欲
隠
然

移
周
室
之
鼎
於
田
魏
強
僣
之
國
。
其
爲
仁
爲
義
果
何
物
。

使
桓
文
而
在
、

則
嗚
罪
討
之
。
將
不
旋
踵
。

豈
暇
於
賤
覇
術
乎
哉
。
由
是
言
之
、

之

王
道
、
非
孔
子
所
與
也
亦
明
矣
。
蓋
孔
子
之
遺
意
、

優
知
之
。
而

不

継
也
。

齊
王
と
魏
王
は
、
孟
子
が
軽
ん
じ
る
齊
の
桓
公
や
晋
の
文
公
に
仕
え
た
者
の

子
孫
で
あ
り
、
そ
の
子
孫
が
主
君
で
あ
る
齊
王
や
晋
王
か
ら
国
を
奪
い
、
王
位

に
在
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
孟
子
は
一
言
も
言
及
し
て
い
な
い
。
更
に
は
、
孟
子

は
、
周
王
室
の
天
下
の
王
た
る
地
位
の
証
で
あ
る
「
鼎
」
を
、
田
氏
齊
や
魏
と

い
っ
た
「
強
僣
」
の
国
に
移
そ
う
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
藤
田
東
湖
は
、
孟

子
の
言
う
王
道
は
、
孔
子
の
教
え
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
孔
子

の
教
え
を
十
分
、
理
解
し
て
い
る
の
に
、
継
承
し
な
か
っ
た
と
し
て
批
判
し
て

い
る
。
孟
子
は
、
孔
子
の
後
継
者
で
あ
る
が
、
孔
子
が
望
ん
だ
周
王
室
の
復
興

で
は
な
く
、
覇
者
を
王
者
に
し
よ
う
と
し
た
と
み
て
い
る
。

藤
田
東
湖
は
「
易
姓
革
命
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

周
秦
以
降
、
姓
を
易
へ
命
を
革
む
る
は
、
指
屈
す
る
に
勝
へ
ず
。
人
臣
、

其
の
君
を
視
る
こ
と
、
猶
ほ
奴
僕
婢
妾
の
其
の
主
に
、
朝
向
ひ
て
夕
に
背

き
、
恬
と
し
て
恥
づ
を
知
ら
ざ
る
が
ご
と
し
。
其
の
風
土
、
然
る
な
り
。

、
其
の
邦
に
生
じ
て
、
其
の
俗
に
習
ひ
、
社
稷
を
重
し
と
爲
し
君
を
軽

し
と
爲
す
。
生
民
の
塗
炭
に
苦
し
む
を
坐
視
す
る
に
忍
び
ず
。
乃
ち
慨
然

と
し
て
其
の
王
道
を
興
起
し
以
て
皐
々
の
治
を
致
さ
ん
と
欲
す
。
西
土
に

在
り
て
之
を
言
へ
ば
、
則
ち
其
の
志
、
蓋
し
深
く
咎
む
る
に
足
ら
ず
。

周
秦
以
降
、
易
姓
革
命
、
指
不
勝
屈
、
人
臣
視
其
君
、
猶
奴
僕
婢
妾
之
於

其
主
朝
向
夕
背
、
恬
不
知
恥
、
其
風
土
然
也
。

生
於
其
邦
、
習
於
其
俗
、

社
稷
爲
重
、
君
爲
軽
。
不
忍
坐
視
生
民
之
苦
於
塗
炭
。
乃
慨
然
欲
興
起
其

王
道
以
致
皐
々
之
治
。
在
西
上
而
言
之
、
則
其
志
蓋
不
足
深
咎
。

周
秦
以
降
、「
易
姓
革
命
」は
、
数
え
き
れ
無
い
ほ
ど
あ
り
、
奴
婢
が
盛
ん
に
、

朝
に
は
仕
え
、
夕
に
背
い
て
恥
じ
る
こ
と
が
な
い
の
は
常
で
あ
り
、
国
家
を
重

視
し
て
君
主
を
軽
視
す
る
こ
と
は
、
中
国
の
風
土
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
風
土

で
、
孟
子
は
、
社
稷
を
重
ん
じ
て
、
君
主
を
軽
ん
じ
、
民
衆
の
苦
し
み
を
座
視

で
き
ず
、
王
道
政
治
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
中
国
に
お
い
て
は
許
容

さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
日
本
に
お
け
る
「
易
姓
革
命
」
は
、
中
国
と
異
な
る
と

し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

伊
尹
の
志
あ
ら
ば
、
則
ち
以
て
其
の
君
を
放
つ
べ
し
。
殷

の
暴
有
れ
ば
、

則
ち
其
の
臣
、
視
て
以
て
一
夫
と
爲
す
者
、
之
、
姓
を
易
へ
命
を
革
む
の

邦
に
言
へ
ば
、
則
ち
或
は
可
な
ら
ん
。
苟
し
之
を
、
萬
古
一
姓
の
域
に
言

ふ
は
、
則
ち
身
は
大
戮
に
遭
ひ
、
名
は
叛
逆
を
免
れ
ず
。
其
の
禍
、
豈
に

啻
に
舟
を
陸
に
盪
し
、
車
を
水
に
行
か
す
る
者
の
比
の
み
な
ら
ん
や
。
昔
、

奸
僧
道
鏡
、
罪

貫
盈
し
、
敢
へ
て
神
器
を

す
。
時
に
明
神
、
人
に

憑
き
て
曰
く
、「
國
家
、
君
臣
、
分
定
ま
る
。
臣
を
以
て
君
と
爲
す
は
、
未

だ
之
有
ら
ざ
る
な
り
。
天
日
の
嗣
、
必
ず
皇
緒
を
立
つ
。
無
道
の
人
、
宜

し
く
剪
除
す
べ
し
。」と
。
是
に
於
い
て
か
、
奸
僧
、
竄
死
し
て
、
復
た
遺

類
無
し
。
今
、

の
説
を
推
す
に
、
則
ち
臣
を
以
て
君
と
爲
す
の
道
な
り
。

神
明
の
與
さ
ざ
る
所
な
り
。
天
誅
の
宜
し
く
加
ふ
べ
き
所
な
り
。
吾
、
故
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に
曰
く
、「
其
の
道
決
し
て
神
州
に
用
ふ
べ
か
ら
ず
。」
と
。

有
伊
尹
之
志
、
則
可
以
放
其
君
。
有
殷

之
暴
、
則
其
臣
視
以
爲
一
夫
者
、

言
之
於
易
姓
革
命
之
邦
、
則
或
可
也
。
苟
言
之
於
萬
古
一
姓
之
域
、
則
身

遭
大
戮
、
名
不
免
叛
逆
、
其
禍
豈
啻
盪
舟
於
陸
、
行
車
於
水
者
之
比
哉
。

昔
者
奸
僧
道
鏡
、
罪

貫
盈
、
敢

神
器
。
時
明
神
憑
人
曰
、「
國
家
、

君
臣
分
定
矣
、
以
臣
爲
君
、
未
之
有
也
。
天
日
之
嗣
、
必
立
皇
緒
。
無
道

之
人
宜
剪
除
。」於
是
乎
奸
僧
竄
死
、
無
復
遺
類
矣
。
今
推

之
説
、
則
以

臣
爲
君
之
道
也
。
神
明
之
所
不
與
也
。
天
誅
之
所
宜
加
也
。
吾
故
曰
、「
其

道
決
不
可
用
於
神
州
矣
。」

藤
田
東
湖
は
、「
易
姓
革
命
」に
つ
い
て
は
、
中
国
と
は
異
な
り
日
本
に
お
い

て
は
許
容
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
事
例
と
し
て
、
神
護
景
雲
三
年（
七
六
九
）

の
道
鏡
の
皇
位
に
対
す
野
望
を
和
気
清
麻
呂
が
宇
佐
神
宮
の
信
託
に
依
っ
て
阻

止
し
た
と
し
て
い
る
。
藤
田
東
湖
に
と
っ
て
孟
子
の
「
易
姓
革
命
」
は
、
臣
下

を
君
主
に
す
る
論
で
あ
り
、
た
め
に
、「
萬
古
一
姓
」の
天
皇
を
仰
ぐ
日
本
で
は

受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

お
わ
り
に

徂
徠
学
派
の
荻
生
徂
徠
、
太
宰
春
台
、
そ
し
て
水
戸
学
の
藤
田
東
湖
は
、
総

じ
て
「
孟
子
」
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
る
。
た
だ
、
見
解
は
三
者
三
様
で
あ
り
、

と
り
わ
け
、
荻
生
徂
徠
と
太
宰
春
台
と
藤
田
東
湖
に
お
い
て
は
「
孟
子
」
に
対

す
る
認
識
や
批
判
点
に
明
確
な
差
異
が
見
ら
れ
た
。荻
生
徂
徠
と
太
宰
春
台
は
、

宋
学
や
仁
斎
学
が
「
亜
聖
」
と
位
置
付
け
る
こ
と
を
明
確
に
否
定
し
た
。
ま
た
、

孟
子
へ
の
評
価
が
褒
貶
半
ば
す
る
荻
生
徂
徠
と
異
な
り
、
太
宰
春
台
は
孟
子
に

つ
い
て
、
全
く
評
価
し
て
い
な
い
。
孔
子
と
孟
子
の
関
係
に
つ
い
て
、
荻
生
徂

徠
は
、
不
十
分
と
し
な
が
ら
も
孔
子
の
教
え
を
「
禦
侮
」
し
た
と
し
て
い
る
が
、

太
宰
春
台
は
、
孔
子
と
孟
子
の
思
想
は
異
な
る
と
し
、
孔
子
と
の
継
承
関
係
を

認
め
て
い
な
い
。
荻
生
徂
徠
は
、
宋
学
や
仁
斎
学
が
『
孟
子
』
を
六
経
よ
り
上

位
に
置
き
、「
亜
聖
」と
す
る
こ
と
に
批
判
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
太
宰

春
台
は
、
師
で
あ
る
荻
生
徂
徠
が
「
雄
弁
」
や
孔
子
の
教
え
を
十
分
に
伝
え
な

か
っ
た
と
見
な
し
た
こ
と
を
敷
衍
し
て
、
孟
子
を
あ
ま
り
評
価
せ
ず
、
治
国
に

役
立
た
な
か
っ
た
と
批
判
し
て
い
る
。
一
方
、
藤
田
東
湖
は
、
日
本
の
国
体
か

ら
、「

の
書
を
以
て
孔
子
の
書
と
並
び
行
は
ば
、
奴
僕
婢
妾
を
以
て
自
ら
處
ら

ん
と
欲
す
。
抑
た
亦
、
惑
ひ
な
り
。
亦
以

之
書
輿
孔
子
之
書
並
行
。
欲
以
奴

僕
婢
妾
自
處
、
抑
亦
惑
矣
。」
と
述
べ
て
、『
論
語
』
と
『
孟
子
』
を
同
列
に
扱

う
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
た
だ
、
孟
子
を
孔
子
の
後
継
と
し
て
認
め
、
能
力

に
つ
い
て
は
評
価
し
て
い
る
。
藤
田
東
湖
は
孟
子
が
孔
子
の
最
も
重
視
し
た

倫
を
重
視
せ
ず
、
周
王
室
を
顧
み
な
か
っ
た
点
を
批
判
し
て
い
る
。
つ
ま
り
は
、

名
分
論
に
基
づ
く
批
判
で
あ
る
。
次
に
、「
易
姓
革
命
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

徂
徠
学
派
で
は
、
荻
生
徂
徠
に
し
て
も
太
宰
春
台
に
し
て
も
、「
仁
」と
み
る
か

「
権
」と
み
る
か
と
い
う
違
い
は
あ
る
も
の
の
、い
ず
れ
も
聖
人
の
行
い
と
し
て
、

肯
定
し
て
い
る
。
一
方
で
、
藤
田
東
湖
は
、
国
学
や
闇
斎
学
、
同
様
に
、「
萬
世

一
古
」
の
日
本
で
は
「
易
姓
革
命
」
は
許
容
で
き
な
い
と
言
明
し
て
い
る
。
た

だ
、
藤
田
東
湖
は
、「
易
姓
革
命
」の
存
在
意
義
を
否
定
し
た
訳
で
は
な
く
、
中

国
に
お
い
て
行
わ
れ
る
の
は
容
認
で
き
る
が
、「
萬
世
一
古
」の
日
本
で
は
許
さ

れ
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
、「
孟
子
」観
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
藤
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田
東
湖
と
、
徂
徠
学
派
と
の
比
較
を
行
っ
た
。
孟
子
の
位
置
付
け
や
「
易
姓
革

命
」
に
対
す
る
解
釈
の
相
違
か
ら
、
徂
徠
学
派
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
後
期
水

戸
学
と
は
異
な
り
、
藤
田
東
湖
の
「
孟
子
」
観
の
形
成
に
は
、
徂
徠
学
派
の
影

響
は
み
ら
れ
な
い
。

た
け
い
し

と
も
の
り
・
言
語
文
学
専
攻
）

注一
）

相
良
亨
、
松
本
三
之
助
、
源
了
圓

編
『
江
戸
の
思
想
家
た
ち
（
下
）』（
研
究
社

一
九
七
九
年
）「
後
期
水
戸
学
の
人
々
」
に
據
る
と
本
山
幸
彦
氏
が
、「
後
期
水
戸

学
と
概
括
的
に
い
っ
て
も
、
創
始
者
幽
谷
と
国
体
論
を
創
出
し
た
会
沢
、
あ
る
い

は
、
後
期
水
戸
学
の
思
想
を
文
字
通
り
政
治
的
に
実
践
し
た
東
湖
と
で
は
基
本
的

な
共
通
性
を
も
ち
つ
つ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
に
軽
視
で
き
な
い
相
違
が
あ
っ

た
。」
と
し
、
衣
笠
安
喜

編
『
近
世
思
想
史
研
究
の
現
在
』（
思
文
閣

一
九
九

五
年
）「
藤
田
幽
谷
「
正
名
論
」
の
歴
史
的
位
置
」
に
據
る
と
、
本
郷
隆
盛
氏
が
「
後

期
に
お
け
る
幽
谷
・
会
沢
・
東
湖
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
思
想
家
相
互
間
の
異
同
を
実
証

的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
不
可
欠
の
作
業
と
な
ろ
う
。」と
述
べ
て
、藤
田
幽
谷
、

会
沢
正
志
斎
、
藤
田
東
湖
の
思
想
の
差
異
か
ら
後
期
水
戸
学
の
特
色
を
明
ら
か
に

す
る
意
義
を
示
し
て
い
る
。

二
）

今
井
宇
三
郎
、
瀬
谷
義
彦
、
尾
藤
正
英

編
著『
水
戸
学
』（
岩
波
書
店

一
九
七

三
年
）「
水
戸
学
の
特
質
」
で
は
、
尾
藤
正
英
氏
が
「
水
戸
藩
の
学
者
の
間
に
徂
徠

学
が
導
入
さ
れ
た
の
は
、
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
｜
六
三
）
の
こ
ろ
か
ら
、
長
久

保
赤
水
・
谷
田
部
東

、
立
原
翠
軒
ら
に
よ
っ
て
で
あ
っ
て
」
と
述
べ
て
お
り
、

徂
徠
学
が
、
水
戸
学
に
導
入
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
立
原
翠
軒
が
中
心
的
な
役
割
を

果
た
し
た
と
し
て
い
る
。

三
）「
孟

論
」
の
引
用
は
、
菊
池
謙
次
郎

編
著
『
新
定

東
湖
全
集
』（
国
書
刊
行

会

一
九
九
八
年
）
に
據
る
。

四
）『
孟
子
識
』
の
引
用
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
の
『
尚
書
学

孝
経
識

孟
子

識
』（
山
城
屋
佐
兵
衛

一
八
五
三
年
）
に
據
る
。

五
）「
孟
子
論
」
の
引
用
は
、
頼
惟
勤

校
註
『
徂
徠
学
派
』（
岩
波
書
店

一
九
七
二

年
）
に
據
る
。

六
）

荻
生
徂
徠
の
『
孟
子
』
を
巡
っ
て
の
評
価
は
、
今
中
寛
司
氏
が
、『
文
化
史
学
』
六

号
（
文
化
史
学
会

一
九
五
二
年
）「
荻
生
徂
徠
「
孟
子
識
」
に
つ
い
て
」
で
、「
古

典
と
し
て
永
い
傳
統
を
持
つ
「
孟
子
」
を
二
次
古
典
に
引
き
下
げ
た
本
文
批
判
。」

と
し
、
野
口
武
彦
氏
は
、『
文
学
』
四
十
五
号
（
岩
波
書
店

一
九
七
七
年
）
で
「
荻

生
徂
徠
の
『
孟
子
識
』
は
、
注
釈
書
で
は
な
く
、
わ
ず
か
な
片
片
た
る
読
書
ノ
ー

ト
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
範
囲
は
、「
梁
恵
王
」の
み
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

こ
と
自
体
、
徂
徠
が
儒
学
古
典
の
な
か
で
『
孟
子
』
に
与
え
た
地
位
の
低
さ
を
し

め
し
て
い
よ
う
し
、」
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
経
書
の
中
で
も
『
孟
子
』
を
重
要
視

し
て
い
な
い
と
い
う
研
究
が
主
流
で
あ
っ
た
。

七
）『

園
十
筆
』
の
引
用
は
、
西
田
太
一
郎

編
『
荻
生
徂
徠
全
集
』（
み
す
ず
書
房

一
九
七
六
年
）
に
據
る
。

八
）

太
宰
春
台
が
指
摘
す
る
『
孟
子
』
批
判
は
、『
荀
子
』
非
十
二
子
篇
及
び
、『
論
衡
』

刺
孟
篇
を
指
す
。

九
）

太
宰
春
台
が
指
摘
す
る
孔
子
の
管
仲
評
価
は
、『
論
語
』憲
問
篇
に
み
ら
れ
る
。
た

だ
、
孔
子
の
管
仲
評
価
は
、
毀
誉
褒
貶
し
て
お
り
、『
論
語
』八

篇
で
は
、
管
仲

を
評
し
て
「
器
小
な
る
か
な
」
と
し
、「
管
氏
に
し
て
禮
を
知
ら
ば
、
孰
れ
か
禮
を

知
ら
ざ
ら
ん
。」と
し
て
い
る
。
太
宰
春
台
は
、
孔
子
が
管
仲
を
批
判
し
て
い
る
こ

と
を
知
っ
た
上
で
、
孔
子
と
孟
子
の
思
想
の
差
異
を
強
調
す
る
た
め
、
あ
え
て
管

仲
を
評
価
し
た
箇
所
の
み
を
述
べ
た
と
考
え
る
。
徂
徠
と
春
台
の
『
論
語
』
解
釈

を
巡
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
原
貴
史
氏
の
「
徂
徠
と
春
臺
の
性
説
に
つ
い
て
｜

『
論
語
』
陽
貨
篇
「
性
相
近
」「
上
知
下
愚
」
章
の
解
釋
を
中
心
と
し
て
」『
中
国
哲

学
』
三
十
六
号
（
北
海
道
中
国
哲
学
会

二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。

十
）『
論
語
徴
』の
引
用
は
、
西
田
太
一
郎

編『
荻
生
徂
徠
全
集
』（
み
す
ず
書
房

一
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九
七
六
年
）
に
據
る
。
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